
〔第６回ワークショップ〕

エネルギーの将来はどうあるべきか

本事業は、経済産業資源エネルギー庁の⽀援を受けて実施しています。（事務局：（⼀財）⽇本⽴地センター）

本プロジェクトの
マスコットキャラクター
ぷよたまくん



プロジェクトが⽬指すもの

▶エネルギーについてよく知り、⾃分の意⾒を
持った上で、周りの意⾒を尊重しながら、エネ
ルギーの将来についての「合意」を⽬指して話
し合う。

– 最終的には、2050年の⽇本のエネルギー構造について考え、話
し合う。それを⽬指してワークショップを進める。

– もし合意が取れなかったとしても、「合意」を⽬指すためには、
さらにどのような情報が必要になるのかを話し合う。プロジェ
クトでは合意を⽬指すが、全６回のワークショップで必ず取ら
なければならないということはない。



エネルギーの将来を考える

▶エネルギーの将来を考えるには、「３Ｅ＋Ｓ」
が重要とはよく⾔われる。⼤前提のＳに加え、
３Ｅのトリレンマを考えなければならない。

Safety
安全性

Efficiency
経済性

Environment
環境適合性

Energy security
エネルギー安定供給

これで⼗分
…なのかな？



〔ステップ１ ･･･15分〕

2050年のエネルギーフローを
つくってみよう

１．2050年のエネルギー消費量（希望）を記⼊します
２．エネルギー消費量の中の電⼒消費の割合を記⼊します
３．電⼒の構成を記⼊して、損失量を計算します
４．エネルギー供給量を計算します

ちょっと複雑だけど・・・



消費供給

家庭
計

PJ

電力
PJ

その他
PJ

運輸（旅客）
計

PJ

電力
PJ

その他
PJ

運輸（貨物）
計

PJ

電力
PJ

その他
PJ

産業
計

PJ

電力
PJ

その他
PJ

電力（計）

PJ

損失（計）

PJ

原子力

PJ

損失

PJ

再生可能

PJ

損失

PJ

火力

PJ

損失

PJ

原子力

PJ

再生可能

PJ

化石

PJ

その他

PJ

計 ２００５８ PJ 計 １３５５８ PJ

０

１５７２

１８４８６

９８６
１９３７

９５１

１８８１

１２４４

１２４４

２４０７ ８４９７

６０９０

２０１４年度 自給率： ６％
CO2排出量： １０７．３％

（1990年比）
コスト： ６万円／人・年

＞１７０３

＜１７８



〔ステップ２ ･･･40分〕

エネルギーフローを共有します

● こだわったポイントは何かを簡単に話してください
● 低炭素ナビを使って、⾃給率・CO2排出量・コストを⾒ます
● ⾃分の想定と⽐べて、どんな感想を持ったかを話しましょう
● 周りの⼈は、同感／違和感ポイントを整理しましょう



〔ステップ３ ･･･10分〕

2050年のエネルギーを考えるときに
もっともこだわるポイントは？

● ⾃分がもっとも「ゆずれない」ポイントを考えましょう
● なぜそのポイントがゆずれないのかを整理しましょう

しっかり考えよう！



〔ステップ４ ･･･残り時間〕

エネルギーの将来はどうあるべきか

● こだわりポイントを共有したあと、⾃由討議になります

スタッフが
ファシリテートします。


